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放射線教育「コミュタン福島の展示施設を活用した課題解決学習」学習指導案
[富岡第一・第二中学校 全学年 理科・学級活動]

～理科を中心とした総合的な学び～

日 時：平成２８年１１月２９日（火） ５・６校時
場 所：福島県環境創造センター交流棟(コミュタン福島)

授業者：富岡町立富岡第二中学校 ◯◯◯◯教諭
富岡町立富岡第一・第二中学校 学級担任 他
コミュタン福島 教育ディレクター ◯◯◯◯

１ 本校の放射線教育の目標
放射線等に関する知識を身につけさせ、自ら考え、判断し、行動できる力を育成する。

２ 本課題解決学習の設定理由
本校では、放射線教育を震災以降、理科における「放射線教室」を中心に推進してきた。放射性

物質や放射線、放射能などの基礎的な知識の習得、放射線の人体への影響について内部被ばくや外
部被ばく等への理解など、科学的な視点を持つための学習を昨年度まで年間３時間程度実施してき
た。また、平成２６年度より、ふるさと「富岡町」について、「ふるさと創造学」により、総合的
な学習の時間に被災前の町についての学習を行っている。今後は、将来の富岡町についても創造的
にイメージできる学習内容へと発展させたい。
本校の生徒は、原発事故の影響により、全員が郡山市や三春町に避難をしている。学習課題には、

まじめに取り組む生徒が多く、その成果はＮＲＴなど各種テストにおける「知識・理解」に反映さ
れている。しかし、実験を計画する力や、得た知識を日常生活等で活用する力においては課題が残
る。表現活動においても、観察・実験の結果を言葉で表現すること、結果をもとに考察することを
苦手としている生徒が多い。「放射線などについてのアンケート」（別紙）を実施した結果、正し
く認識しているのは、「放射線は人体に害を与えるときがある」が１３人中１２人、「世界中どこ
にでもある」が１１人、「身のまわりに存在する」が１０人と、基礎的な性質はほとんどの生徒が
理解していた。しかし、放射線が様々な分野で利用されていることへの正しい認識は１３人中５人
と少なかった。また、他人に対して説明できるかという問いに対しては、「できそうもない」や「説
明できない」生徒の数が多かった。これは、何度も耳にしていることながら、「説明できるか」と
いう問いに対し自信が持てなかったことが原因だと思われる。環境創造センターに来館したことの
ある生徒は１人だけで、他の生徒は全員が初めてである。
本学習においては、本年７月にオープンした福島県環境創造センター交流棟の施設等を活用し、

今までの放射線教育で得た知識を生かして、生徒自らが課題を解決する学習を計画した。放射線に
ついての科学的な理解を進めるための学習は無論のこと、「ふるさと創造学」等との関連からふる
さとの今を知るため（震災以降の富岡の現状）の学習など、生徒の設定したテーマも、理科、社会
科、総合的な学習の時間などと関連のある、幅広いものとなった。事前学習として、環境創造セン
ターの展示等の予備情報は指導したものの、ほぼ全員が施設を初めて利用することになり、他校が
センターを活用した学習を進めるための参考になれば幸いである。

３ 指導計画（総時数 ５時間）
時 間 期 日 学 習 活 動 担 当
１ 11/18（金） ○課題設定に向けた事前指導 ◯◯◯◯

１校時 ・震災から現在までを振り返るとともに、学習全体 ◯◯◯◯
の見通しを持ち、課題の設定をする。

２ 11/21（月） ○課題解決に向けた計画立案 ◯◯◯◯
２校時 ・佐々木先生をお呼びして、環境創造センターでの ◯◯◯◯

学習方法の計画を立てる。 ◯◯◯◯
３・４ 11/29（火） ○課題解決のための学習 ◯◯◯◯
本時 ５・６校時 ・コミュタン福島の展示施設等を活用して、課題解決 ◯◯◯◯

のための情報の収集を行う。
５ 12月上旬 ○まとめ ◯◯◯◯

・集めた情報を整理して、Ａ３用紙１枚程度にまと ◯◯◯◯
める。 ◯◯◯◯

４ 本時のねらい
コミュタン福島の展示施設等を活用し、自分の課題解決に向けての調べ学習等を行うことができ

る。



５ 指導過程

段
学習活動・内容 形態 時間 ○教師の指導・支援 評価（方法）

階

１ 本時の課題を把握する。 一斉 １０ ○前時までの学習を振り返るとともに

コミュタン福島の展示施設などを活用 展示施設を利用して学習することを

課 して、放射線について調べよう 説明し、学習意欲を喚起する。

題 ○調べた内容は、次時にまとめること

把 を伝え、見通しを持たせる。

握 ◯自分の課題に関係の深い展示物で調

べ、それ以外の展示物は授業後に見

学できることを伝える。

２ 展示施設等に移動し、調べ学習をする。 小集団 ６０ ○各班(個人)の調べる展示施設が適切

学 習 課 題 個別 (50) かどうか巡回指導を行う。

１ 空間の放射線量の他地域との比較（３年２名） ○多目的会議室で実験を行う生徒には

２ 避難指示解除の状況と双葉郡内の放射線量の推 理科教師がつき、実験方法やデータ

移（３年２名） の処理の仕方について指導する。

３ 被ばくをおさえるための除染について 【中心となる活動】

（３年２名） １：放射線測定マップの５地点のデー

４ 廃炉作業への道のり ～第一原子力発電所の現 タをグラフ化

状や今後の見通し～（２年１名） ２：展示物から情報収集、放射線測定

５ 福島県産の農林水産物の放射能検査について マップのデータをグラフ化

（２年１名） ３：除染ラボで除染の仕方についての

課 ６ 地面に放射性物質を埋めても大丈夫なのか？ 情報収集

題 （２年１名） ４：映像資料や新聞報道資料からの情

追 ７ 放射線はどのようなところから生じるのか？ 報収集

究 （２年１名） ５：農林水産物の放射能検査のデータ

８ 人体への放射線の影響 ～外部被ばくと内部被 を展示物から収集

ばくについて～（２年２名） ６：多目的室で除染モデル等の実験

９ 放射線から身を守るための放射線の性質の理解 ７：多目的室で霧箱等の実験

～放射線の種類と遮へいについて～（１年３名） ８：ケアラボでの実習、測るラボで外

10 放射線の基礎（２年３名） 部被ばく防護三原則の実験

９：多目的室で遮へい、線源からの距

３ 調べて得た情報を整理し、まとめの 小集団 (10) 離と放射線についての実験

準備をする。 個別 10：多目的室で遮へい、線源からの距

離と放射線についての実験

○情報収集が終わり次第、多目的会議

室に戻り、調べた内容を整理し、ま

とめの構想を練らせる。

自分の課題解決に向けての調べ学習

等を行うことができたか。

（観察、ワークシート）

４ 学習の振り返りを行い、次時の学習の見 １０

ま 通しを持つ。

と （１） 調べた内容等について発表する。 一斉 ○調べたことや感じたことについて、

め 数人に発表させる。

（２） 次時の予告を聞く。 ○調べた内容のまとめをポスターとし

一斉 てまとめることを確認する。























































○生徒の感想 

 ・富岡町の線量は、５年前と現在を比べるとかなり下がっていることがわかった。 

 ・福島県内の線量は県外の線量よりも少し高いことがわかった。除染作業が進み、あと 

  何年かすれば県外の線量と同じようになるのかなと思った。 

 ・除染とは何か、どのようなことをするのかがわかった。 

 ・除染は、場所（学校、道路、森林、農地など）によって作業の内容が違うことがわか 

  った。 

 ・線量の高い土を数㎝埋めるだけでもかなり下がることがわかり、とてもびっくりした。 

 ・外部被ばく防護の三原則（距離・遮へい・時間）について理解できた。 

 ・実験で 0.91μSv/h の線源から３㎝離れるだけで 1/2 に、８㎝で 1/4 に、11 ㎝で 1/8

になることがわかり、線源から距離をとることの重要さを実感した。 

 

○参観者の感想 

 ・初めてコミュタン福島に来場するという視点は、どの学校でも必要となる視点なので、 

  参考になった。 

 ・課題についてコミュタン福島の職員の方と前もって相談したり、動線指導をしていた 

  だけると当日は効率よく情報収集ができることもわかった。 

 ・自分の課題をしっかり決めてあるので、ポイントをしぼった学習ができたと思う。 

 ・一人一人に課題を持たせ、調べさせたことは、中学生の学習として必要となる学習経 

  験であった。 

 ・生徒の課題意識の深まりに基づいた放射線教育の本質にかかる問いを持たせることと 

  コミュタン福島でしか学べない、解決することができない学習かどうかの吟味が授業 

  成立のカギではないかと感じた。 

 ・調査活動においての手厚いサポートや、実験においての専門的な視点からのアドバイ 

  スがあり、活動の成功が導かれていた。この活動が可能なのは、生徒が何人までであ 

  ろうかと考えた。 

 ・個の学びという視点からは、今回の授業をきっかけにして、より深く学ぶための支援 

  の継続が必要であると思う。 

 ・生徒が調べた結果がどのようにまとめられたのか、後で知りたい。 
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